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基礎（基盤）

応用調和主義。現在の時代の最も深い構造的問題に取り組む：文明の哲学的基礎が崩壊したときに何が起こるか、そしてそれを再構築することの意味。応用調和主義シリーズの前文。調和の建築の一部。参照：Philosophy/Horizons/Applied Harmonism、Philosophy/Doctrine/Harmonic Realism、Harmonism、Philosophy/Doctrine/The Landscape of the Isms。




文明が動く仕組み

文明はその経済ではなく、技術でもなく、軍事力でもなく、制度でもない。これらは表現、すなわち何か先在するものからの下流の帰結である。文明は本質的に、こうした問いに対する共有された答えである：何が現実であるか、人間とは何か、そしてこれらの答えに照らして生活はどのように組織されるべきか？

この共有された答えが、その文明の哲学的基礎である。つまり、学問的な装飾ではなく、基盤として機能する形而上学、人間学、倫理である。基礎は、ほとんどの市民が明確に述べることができるものではない。それは哲学部に存在しない。それは誰もが検証なしに行う仮定の中に生きている：何が知識として数えるか、人とは何か、何が正当な権威か、自然は何のためか、教育は何を生み出すべきか、経済は何を最適化すべきか、男女がどのように関係するか、現実に物質的次元を超えた次元があるかどうか。これらの仮定は負荷支持壁である。その上に構築されるすべてのもの（法律、医学、教育、統治、家族構造、経済組織、自然界との関係）は、それらの形を伝達する。

基礎が一貫しているとき、その文明は名づけがたいが即座に認識可能な質を示す：その部分が合致する。その制度は認識可能な目的に仕える。その市民は十分な共通基盤を共有して熟考し、意見が異なり、それでも調整できる。その建築、つまり集団的生活がどのように組織されているかは、整合性を持つ。これは文明が完璧であるか、正義に満ちているか、苦しみから自由であることを意味しない。それは失敗が解読可能であることを意味する。何か問題が生じたとき、文明はその失敗をそれ自身の明示的な約束に照らして診断する概念的資源を持つ。

基礎が崩壊すると、文明は反対の質を示す：何も合致しない。制度は存続するが、誰もそれが何のためであるかを言うことができない。公開討論は本物の意見不一致が進むことができ得た共有地がないため、パフォーマティブな葛藤に低下する。集団的生活のあらゆる領域（健康、教育、統治、経済、文化、生態、人間の定義）は、参加者が検証も明示もされていない不適合な前提から動いているため、一貫性のない争いの場所になる。文明は競い合う展望ではなく、競い合う混乱に分裂する。

これが現代西洋の状態である。文明の衝突ではなく、基礎を持たない文明。その負荷支持壁が割れ、それを置き換えるために何も建設されていないため、あらゆる継ぎ目で摩擦を生成している。



具体的な崩壊

崩壊は神秘的ではない。それは精密にたどることができる。

西洋文明の哲学的基礎は、およそ15世紀間、ギリシャの形而上学とキリスト教神学の総合であった。現実は超越的な神によって創造され、神聖な理性（キリスト教による採用におけるLogos）によって秩序付けられ、神を通じて天使を通じて人間を通じて動物を通じて物質へと階層的に構造化されていると理解されていた。人間は身体と霊魂の複合物として理解され、神の像に創造され、超越的な善へ向けられていた。権威は派生的なものとして理解された。つまり、神聖な秩序と一致する限りにおいてのみ正当であった。自然は創造物として理解されていた。つまり、現実的で意味があり、神聖な目的に参与していた。

この基礎には常に内部的な緊張があり、人類が利用可能な唯一の基礎でもなかった。中国、インド、アンデス、イスラム、アフリカの文明的伝統はすべて、異なり、しばしばより豊かな形而上学的地盤で動いていた。しかし西洋の中では、基礎が提供しなければならないものを提供していた：現実、人間、知識、価値についての共有された仮定は、世紀と地理を超えて集団的生活を組織するために十分に安定していた。

Enlightenmentはこの基礎を解体した。一度にではなく、理由なしではなかった。神学的総合は制度的教条へと石化し、教会は探究を抑圧する権力構造になり、新興の自然科学は神学的宇宙論の大部分が経験的に偽であることを実証した。啓蒙主義の批判は多くの点で正当化されていた。正当化されなかったのはその後に続いた仮定：基礎を取り除くことができ、何もそれを置き換える必要がないだろうという仮定である。

啓蒙主義は理性を置き換えとして提案した。つまり、超越的秩序への参照なしに動く自律的な人間の理性が、知識、倫理、社会組織の唯一の正当な基礎である。ある時期、これは動いているように見えた。キリスト教ギリシャ総合の知的勢い（人間の尊厳、自然法、道徳的現実主義、自然の理解可能性の概念）は、その基礎を公式に放棄した後でも動き続けた。文明は蒸気で動いていた。その制度、その法システム、その倫理的直感は依然として古い基礎の形を携えていたが、基礎そのものは不要であると宣言されていた。

しかし基礎は重要である。それらの形而上学的地盤から分離された概念は、数世代以内に結合力を失う。超越的な地盤のない人間の尊厳は事実ではなく、選好になる。Logosのない自然法は比喩になる。存在論的地盤のない道徳的現実主義は、十分に強力な利益が優位に立つことができる社会的な慣約になる。過去3世紀の歴史は、この遅動的な構造的失敗の歴史：各世代が、継承した概念は、その下の地盤が削除されているため、もはや重さに耐えることができないことを発見する。

20世紀は崩壊を疑い得ないものにした。二つの世界大戦は、文明の倫理的約束が形而上学的地盤を持たないとき何が起こるかを実証した。十分な圧力の下で、それらは蒸発する。その後に続いたpostmodernのターンは崩壊の原因ではなく、その正直な認識であった：超越的秩序がなければ、Logosなければ、現実に対する客観的構造がなければ、すべての真実の主張は権力遊びであり、すべての制度は統制の仕組みであり、すべての基礎は、それを課す力がある者によって課された恣意的な構造である。ポストモダニズムは基礎を破壊しなかった。それは瓦礫の中を歩いて、それが見たものを説明した。

結果は現在の状態：共有された形而上学を持たない文明、共有された人間学を持たない、共有された認識論を持たない、共有された倫理を持たない。そして、その公開討論を今、その代用品の争いに消費している紛争のいずれかを判定する地盤がない。



裂け目の系統発生

崩壊は単一の出来事ではなく、哲学的な動きの連続であり、それぞれが前のものから論理的に続き、それぞれが文明とその形而上学的地盤との間の亀裂を広げた。それは精密にたどることができる。なぜなら、それぞれの動きは、西洋がまだその中で生活している制度、概念、仮定の識別可能な痕跡を残したからである。

意志主義と最初の亀裂。 亀裂は啓蒙主義ではなく、14世紀のnominalist革命の中の中世神学そのもの内で始まる。William of Ockhamと遅期のScholasticの意志主義者は、道徳秩序の地盤を神聖な知性から神聖な意志へと移動させた。より古いトマス的総合では、神の命令は祂の理性的な本質の表現であり、彼らはロゴスの永遠の秩序に参与していたため良かった。意志主義的改訂では、物事は神が意志するから良いのであり、神の意志は先在する合理的構造に制約されない。これは学派内の神学的紛争に見えるかもしれないが、その帰結は地震的であった：それは道徳秩序を理解可能な秩序から分離した。もし善が理性ではなく意志に基盤を置いているなら、道徳的な宇宙には内在的な合理性はない。唯一、従うべき命令がある。最初の亀裂：秩序と理解可能性の分離。

唯名論と普遍者の解散。 オッカムのnominalismは動きを完成させた。普遍者が単なる名前であるなら。つまり、すべての人間が参与している現実的な「人間性」がなく、すべての正義的な行為が表現している現実的な「正義」がなく、特定の物が例示する現実的な秩序がないなら。世界は接続されていない特定性の集合であり、すべての組織的なパターンは本質的にパターンのない物質への人間的な押し付けである。これが構成主義の形而上学的根：すべての区別、すべての構造、すべての意味は見出されるのではなく作られているという主張。唯名論は神を否定しなかったが、創造の内在的な理解可能性を否定した。そしてその理解可能性なしで、Logosは足がかりを持つことができない。宇宙は人間の分類を待つ未加工の物質になる。

デカルト的分断。 二世紀後、Descartesは亀裂を哲学的なシステムに形式化した。cogito、つまり「我は思う、ゆえに我はある」は、分離された思考する主体を唯一の確実性として、その主体の外の世界を本質的に疑わしいものとして据えた。Cartesianの現実の分割は、res cogitans（心、拡張されていない、自由な）とres extensa（物質、拡張された、機械的な）に二つの現実の側面を区別するのではなく。それはそれらを分断した。心は内側にあり、世界は外側にあった。身体は機械であり、魂は機械の中の幽霊であった。自然は内部性から、感覚から、意味から剥ぎ取られた。それは操作のために利用可能な数学的表面になった。人間存在は二つに分割され、測定される可能性がある半分は科学に与えられ、測定される可能性がない半分は哲学、神学、そして最終的に無関係性に追放された。

その後のすべての現代哲学は、デカルト的分断に対処する試みである。心身問題、自由意志の議論、事実と価値の区別、意識の困難な問題。これらは独立した謎ではない。すべてが単一の起源的分断からの下流：思考する主体と拡張された世界を、その間に共有地のない本質的に異なる種類のものとして扱う決定。Philosophy/Doctrine/Harmonic Realismはこれを根に誤りとして名づける：人間存在は二つの物質が尴尬に結合されたものではなく、物理的身体とLogosによって秩序付けられたWheelのすべてのスケールでエネルギー身体、物質と意識を構成する一つの多次元的な存在である。

機械的宇宙論と自然の脱魔法化。 Newtonの物理学は、デカルトの形而上学が始めたものを完成させた。宇宙は機械になった。つまり、決定論的な数学的法則によって支配され、目的、内部性、または参与のための余地がない広大な時計仕掛け。自然は敬意を持って尊ぶべき生きた秩序ではなく、分析され搾取されるべき不活性な仕組みになった。Max Weberの言葉（これについての文化的帰結を言い表したもの）：Entzauberung、脱魔法化。すなわち、内在的な意味で空にされた世界であり、すべての価値は主観的な投影であり、すべての有意性は人間の発明である。脱魔法化は世界が無意味であったことの発見ではなかった。それは方法を採用した帰結：つまり、数学的物理学。それは検出するように設計されたものだけ検出できる：物質体間の量的関係。特定のメッシュサイズのネットを構築した漁夫は、メッシュより小さい魚はいないと結論付けた。

事実と価値の分割。 David Humeの観察。つまり、「である」から「べきである」を導くことはできない。つまり、物事がどのように存在するかについての説明は、それらがどうあるべきかについての規範的主張を論理的に含まないもの。その後の哲学の手中で、形而上学的な原理になった：事実と価値は本質的に異なった領域に属する。事実は客観的で、発見可能で、科学的である。価値は主観的で、選ばれ、私的である。この分割。これは前近代の伝統には理解不可能であったであろう（現実の構造はすべてのスケールでダルマの価値の地盤であった。Logosから、倫理から存在論から流れ出ていた）。近代的な制度の動作上の仮定になった。科学は何が現実かを私たちに言う。倫理は選好の問題である。帰結：その力が何のためにあるかについて共有された地盤のない文明の並外れた技術的な力。

カント的な批判的なターン。 KantのCritique of Pure Reasonは、現象界（そのように私たちに見える現実、人間の心の圏域によって構造化された）と物自体の界（それ自体で現実、知ることができない）を区別することによって、ヒューム的な懐疑論から知識を救う試みを行った。救いは莫大な代償で来た：人間の心は、それ自体のように現実を知ることが憲法上不可能であると宣言された。私たちは外観を知るだけである。つまり、私たちの認識的装置を通して濾過された世界だけ。伝統的な意味での形而上学。つまり、現実の性質への探究は、不可能と宣言されていた。これはLogosをシャットダウンした哲学的な動き：もし我々が物自体を知ることができないなら、現実が内在的な秩序を持つかどうかを知ることができない。問題は「何が現実か」ではなく、「我々の認識装置の限界内で何を構築できるか」になる。構成主義。つまり、すべての知識は人間の構造という見方。カント的なターンからの下流の帰結である。

合理性の道具性への還元。 ひとたび理性が実在する秩序を知る能力から分離されたなら、それは一つの機能にだけ仕えることができた：与えられた目的に向けた手段の効率的な組織化。これがFrankfurt Schoolがinstrumental reasonと呼んだもの。つまり、計算できるが評価できない理性。最適化できるが向きを定めることができない。道具的理性に支配された文明は原子炉を構築できるがそれを構築するべきか決定できない。ソーシャルメディアのアルゴリズムを設計できるがそれが子どもたちの魂に何をしているかを評価できない。寿命を伸ばすことができるが人生が何のためかを言うことができない。Logosへの接続から剥ぎ取られた理性は、莫大な能力の最も強力なしもべであり最も危険な主人になる。つまり、どの道具が価値があるかを判定する能力を失った文明によって使われ得る道具。

ポストモダンの誠実な診断。 Postmodernism（Derrida、Foucault、Lyotard、Baudrillard）は崩壊の原因ではない。それはその最も明晰な症状である。Logosがないなら、普遍的真実へのすべての主張は権力の偽装された行使である。現実に内在的な秩序がないなら、すべての「大きな物語」は恣意的な押し付けである。主体が性質ではなく言語によって構成されるなら、アイデンティティは解体することができる構成である。ポストモダニズムは前の動きの論理をそれらの結論まで追い詰めた。そして結論はニヒリズムである：気分ではなく哲学的な立場として。根なし。秩序なし。作られていない意味。そのため、作られていない意味はない。誠実さは現実である：唯名論からカントを通じた遺産的な前提を与えると、結論は避けられない。誤りは論理ではなく前提にある。

全体の連続。つまり、意志主義→唯名論→デカルト的二元論→機械論→事実と価値の分割→カント的構成主義→道具的理性→ポストモダンニヒリズムは、単一の軌跡：知識する存在からLogosへの段階的な分離。各段階は、知識する主体と現実の秩序の間のさらにもう一つの接続を削除した。終点は、現実が秩序を持つかどうかを知ることができない主体。つまり、測定できるもの以外すべてのために方法論的に剥ぎ取られた世界で囲まれ、それ自身の方向を評価する能力を失った文明にいる。

これは黄金時代からの衰退の物語ではない。中世的総合には本物の限界があり、本物の腐敗があり、本物の探究の抑圧があった。啓蒙主義の批判は多くの点で稼ぎが良かった。しかし反応は。つまり、別のものを構築せずに基礎を解体することは、その現在の文明が居住している状態を生み出した：世界観ではなく世界観のない文明。そのため、共有された現実、人間、または善い生活の理解が残っていないため、その部分を調整する摩擦をあらゆる継ぎ目で生成している。

Harmonismはこの点で入る。つまり、中世の総合の復興としてではなく（それは地理的かつ認識論的に限定されていた）。むしろ、新しい基礎として。五つの独立した文明的伝統の蓄積された智慧から構築され、Philosophy/Doctrine/Harmonic Realismに基盤を置き、その上に構築されなければならないすべてのもののの重さに耐えるために設計されている。亀裂の系統発生は再構築の本質を明確にする：形而上学的な真空の中で値を再主張するだけでは十分ではない。形而上学は最初に再構築されなければならない。Logosは復興されなければならない。懐郷的な憧れとしてではなく、存在論的認識として。その後、倫理、人間学、認識論、文明的建築は、実際にそれらを支援する地盤から成長することができる（参照：Philosophy/Horizons/Freedom and Dharma、Philosophy/Horizons/Logos and Language）。



一つの崩壊の七つの症状

現代的な談話を支配している七つの危機は、独立した解決を必要とする独立した問題ではない。それらは症状、つまり、上述の単一の構造的失敗の表面的な表現である。各々は、失われた基礎にたどられるときに解読可能になる。

認識論的危機。共有された認識論を単一のモード（経験的・合理的な知）に崩壊させ、その後、そのモードを管理する制度が捕獲されることを許可している文明は、真実が製造された合意から区別される残りのメカニズムを持つことができないため、生じる。The full analysisは情報戦争、管理された知覚装置、完全な認識的スペクトルの復旧を通じた主権的知識の回復を追跡する。

人間の再定義。つまり、性別についての混乱、超人主義的な熱望、共有された人間学の崩壊。人間の重要な、心理的、精神的な次元を否定した文明は、人が何であるかを言う地盤を持つことができないため、生じる。すべての競うような再定義が真空に急ぐ。The full analysis。調和主義の多次元的人間学と性別と超人主義の議論への帰結を確立する。

統治危機と国民国家。つまり、一つの文明的な機能（統治）を過度に大きくし、同時に中心（ダルマ）を空にした政治形式が、集団的生活を一貫して組織する能力を失った、生じる。移民、主権、人口統計政策は、人とは何か、そして政治的なコミュニティが何のためであるかの共有された理解を失うことについての代理戦争である。The full analysis。Ayniを通じて関係する主権的な人々の調和的なビジョンを確立する。

人工知能の危機。つまり、人類の歴史の中で最も強力な認識のツール。それは、知能を意識から、処理を参与から区別できず、ダルマ的な方向付けのない者の手にツールを集中させた文明によって生み出された、生じる。The full analysis。分散型のオープンソースAIがダルマ的方向であり、整合問題が、正しく理解されているとき、技術的な問題ではなく人間の問題であることがなぜであるかを確立する。

グローバル経済秩序の危機。つまり、調和ではなくスループットのために最適化している経済システム。つまり、債務ベースのマネーで構築され、富の移動のために設計され、人間の繁栄が何を意味するかについての共有された理解なしで動作し、人口動態の低下、AI駆動労働置換、主権債務飽和の同時的な圧力に出会っている、生じる。The full analysis。調和的な選択肢を確立する：Wheel of Harmony/matter/stewardship/Stewardship、Ayni、ビットコイン、分散生産的所有権、および労働とダルマ的職業の区別。

生態危機。つまり、自然を分析と抽出のために利用可能な非活性な物質として扱う文明。つまり、Cartesian二元論が自然界に適用された形而上学的帰結。それが接触するあらゆる生態系を低下させた、生じる。同時に、主流の気候ナラティブは集中管理のベクトルとして捕獲されている。The full analysis。両方の真実を同時に保持し、調和的なパスを確立する：Wheel of Harmony/nature/reverence/Reverence、地元のstewardship、そして生きた地球への正しい存在論的関係の回復。

教育危機。つまり、産業労働者を生み出すために設計されたシステム。つまり、従順で、専門的な、認識的に依存した、主権的な人間存在を生み出すことができない、生じる。教育システムは、単に他の六つの危機に対処しないだけではない。それはそれらを知覚することができない市民を生み出す。The full analysis。調和的な教育学を確立する：人間存在のあらゆる次元でのcultivation、四つの知識の方法、四つの発達段階、PresenceとLoveとして交渉不可の前提条件、そして自己清算的な指導モデル。

七つの領域。一つの構造的な原因。基礎を削除し、建物は一度に崩壊しない。それは、あらゆる壁、あらゆる継ぎ目、あらゆる負荷支持接続にひび割れが入り、住民はもう問題が配管であるか、配線であるか、屋根であるか、壁であるかを言うことができないまで、進展し、深まり、増殖する。答えは：基礎。他のすべてのは下流である。



なぜイデオロギーは隙間を埋めることができないか

西洋の哲学的基礎の崩壊によって残された隙間は注目されていない。いくつかの現代的な運動はそれに対処しようとする。それぞれが問題の一部を見ている。誰もが完全な建築的な反応を提供していない。

Integral Theory。主にKen Wilberと関連付けられている。正しく、前近代的、近代的、ポストモダン的な洞察を人類のあらゆる領域知識にわたって統合する必要を確認する枠組みの必要性。その四象限モデルと発達段階理論は本物の貢献である。しかし統合理論は本来、メタ理論であることに留まる。つまり、他の枠組みを組織するための枠組み。完全な独自の存在論、独自の実践の道、独自の文明的建築を持つ完全な哲学ではなく。それは風景を見事に地図化するがその上に構築しない。それは形而上学的地盤を欠いている（絶対者なし、Logosなし、調和実在論なし）、体現された実践の道（ホイールなし）、文明的な青写真（調和の建築なし）。基礎として機能するのではなく、基礎が何を含む必要があるかについての地図作成。

Traditionalism。René Guénon、Frithjof Schuon、Ananda Coomaraswamy。正しく、超越的な次元の損失をモダニティーの危機の根として確認し、古い知恵の伝統が本物の形而上学的知識を含むことを正しく主張する。モダン世界についての診断は、しばしば劇的に精密である。しかし伝統主義は、失われたものの復旧に向けて後ろ向きである。次に来るものの構造を構築しない。新しい総合を生み出さない。古いものを保存する。そしてその制度的な表現は秘密主義へ向く傾向がある。つまり、啓発された読者の小さな円。そして集団的生活を組織することができる文明的建築ではなく。

Post-liberalism。自由主義の基礎的仮定（自律的個人、中立的国家、思想の市場）が自分たちを消耗させたことを認識する政治スペクトラム中の思想家の緩い集団。正しく政治次元の危機を確認する。しかし、ポスト自由主義は本来、その批判の批判であることに留まる。つまり、その批判ではなく構造。自由主義の外の構造を名づけることなく、形而上学的、人間学的、倫理的な建築を提供していない。いくつかのポスト自由主義の思想家は宗教に向く。他の者は公的な共和主義に。他の者はコミュニタリアニズムに。しかし誰も完全なシステムを提供しない。

三者全体のパターン：部分的な視点、不完全な建築、不十分な地盤。各運動は象の一つの脚に立ち、到達できるものを説明する。誰が四本足の建築を提供しない。つまり、存在論、認識論、人間学、倫理、実践の道、文明的な青写真。本物の基礎を必要としていない。



調和主義が提供するもの

Harmonismは談話での別の意見ではない。政治スペクトラム上の立場ではない。既存の枠組みの総合ではなく、正確に現実をマップ化したあらゆる伝統から引く。それは建築的な提案。つまり、完全な哲学的基礎。最初の原理から構築。人間の個人および集団的生活の完全な円周に地盤を与えることができる。

建築には四つの負荷支持要素がある。

形而上学。 Philosophy/Doctrine/Harmonic Realismは、現実が内在的に調和している、つまり、Logos、創造の統治する組織化原理で広がっており、二項パターン。つまり、絶対者での虚無と宇宙で、宇宙内で物質とエネルギーで、人間的な存在の中で物理的身体とエネルギー身体で、不可約的に多次元的だと保持している。Philosophy/Doctrine/The Absolute（0+1=∞）は形而上学的地盤。つまり、虚無と宇宙は分割不可能な統一である。Philosophy/Doctrine/The Landscape of the Ismsはこの立場がすべての他の形而上学的な約束に関連してどこに立つかをマップする。そしてなぜあらゆる他の立場はその一貫性を何か本物を犠牲にして達成する。

人間学。 Philosophy/Doctrine/The Human Beingは多次元的な実体。つまり、物理的身体とエネルギー身体で、そのchakraシステムは意識の完全なスペクトラムを顕現。その本質は単一の認識論的モードを通じてではなく、人間的知識の完全なスペクトラムを通じて知られている：感覚的、理性的、経験的、瞑想的。五つの独立した地図作成伝統。つまり、インド、中国、アンデス、ギリシャ、アブラハム的。これらはこの解剖学を収束する精密さでマップしており、単一の伝統の主張が提供することができなかったであろう証拠的な基礎を提供している。

倫理。 Philosophy/Horizons/Applied Harmonismは、倫理が哲学の分岐ではなく、人生そのものの結合組織。つまり、存在のあらゆる次元の継続的で継続的な整列をDharmaと確立する。Philosophy/Horizons/The Way of Harmonyは実践の道。Ayni。つまり、神聖な互恵。関係的な倫理である。Munay。つまり、愛と意志。動かす力である。

文明的な青写真。 World/Blueprint/Architecture of Harmonyは個人的なWheel of Harmony/Wheel of Harmonyと同じ7+1 heptagonal構造を通じて集団的生活をマップする：中心のダルマで、自給自足、Wheel of Harmony/matter/stewardship/Stewardship、統治、共同体、教育、生態、文化が文明的組織の七つの不可約な次元として。建築は単一の政治形式、単一の経済モデル、または単一の文化的表現を規定しない。それは、あらゆる段階の発展の任意のコミュニティが、その独自の整列を測定し、より大きな一貫性に向けて構築できる構造的テンプレートを提供する。

これらの四つの要素は独立した提供ではない。それらは単一の統合されたシステムの側面。つまり、それぞれが他を必要とし強化する。形而上学は人間学に地盤を与える。人間学は倫理に地盤を与える。倫理は文明的な青写真に地盤を与える。そして青写真は、構築されたとき、その生きられた経験が形而上学を確認するコミュニティを生み出す。円は自己強化的である。これは本物の基礎の署名である：それは単に現実を説明するのではなく。説明を現実にする生活方法を生成する。



招待

七つの危機は、政策、技術、政治改革、またはイデオロギーの説得によって解決されるつもりはない。それらは構造的。つまり、崩壊した基礎からの下流。そしてそれらは、基礎が再構築されるまで、持続し、深まり、増殖する。

基礎を再構築することは知的な企画ではない。それは建築的なもの。それはすべてが調和主義に同意することを必要としない。それはそれから誰かが構築することを必要とする。調和の建築に従って組織された単一のコミュニティ。その市民がその周りの文明の対応者より健康的で、より自由で、より根付いていて、より正義的で、より創造的で、Dharmaとより整列しており、千の議論が証明することができより以上を実証する。

Harmonismは改宗者を必要としない。それは制度的な検証を必要としない。それはその基礎が割れた文明からの許可を必要としない。それは建築者を必要とする。つまり、危機の構造的な本質を知覚し、解決策はイデオロギー的ではなく建築的であることを認識し、最初から代替案を構築することの患者の要求的で体現された仕事をすることをいとわない人々。

ホイールは個人的な青写真。建築は文明的な青写真。七つの危機は診断。つまり、基礎の不在が最も目に見えている場所。そして基礎そのもの。つまり、Philosophy/Doctrine/Harmonic Realism、人間学、倫理、実践の道。それは今のところ利用可能であり、表現されており、一貫性があり、その上に構築されるのを待っている。

問題は、モダニティの基礎が崩壊したかどうかではない。それは観測可能である。問題は次に何が来るかである。調和主義は答え。唯一の可能なものではなく、完全なもの。最初の原理から構築。五つの独立した文明的伝統の蓄積された智慧に対してテストされ、その上に構築されなければならないあらゆるもののの重さに耐えるために設計されている。

地盤は明確である。青写真は描かれている。仕事は構造である。



参照：Philosophy/Horizons/Applied Harmonism、World/Diagnosis/The Western Fracture、World/Diagnosis/The Psychology of Ideological Capture、World/Dialogue/Capitalism and Harmonism、World/Diagnosis/The Moral Inversion、World/Dialogue/Post-structuralism and Harmonism、World/Dialogue/Liberalism and Harmonism、World/Dialogue/Existentialism and Harmonism、World/Dialogue/Communism and Harmonism、World/Dialogue/Materialism and Harmonism、World/Dialogue/Feminism and Harmonism、World/Dialogue/Conservatism and Harmonism、World/Dialogue/Nationalism and Harmonism、World/Diagnosis/The Globalist Elite、World/Frontiers/AI Alignment and Governance、World/Frontiers/The Nation-State and the Architecture of Peoples、World/Diagnosis/The Epistemological Crisis、The Redefinition of the Human Person、World/Frontiers/The Global Economic Order、World/Frontiers/Climate Energy and the Ecology of Truth、World/Blueprint/The Future of Education、World/Blueprint/Architecture of Harmony、Philosophy/Doctrine/Harmonic Realism、Philosophy/Doctrine/The Landscape of the Isms、Harmonism、Dharma、Logos
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